
第４回ラテンアメリカ合気道大会 開会挨拶 （仮訳） 

於 エスカス、サンホセ 

コスタリカ支所 

所長 吉田憲 

Human Cornelius Johannes（国際合気道連盟 事務総長） 

Ronny Felipe García Soria（国際合気道連盟 ラテンアメリカ連合 会長） 

Carlos Muñoz Marín（コスタリカ国際合気道連盟 会長／エスカス合気道協会 会長） 

Orlando Umaña（エスカス市 市長） 

Gerardo Rivas Aguilar（エスカス CCD R 会長） 

Ricardo López Granados（エスカス市議会 議員） 

松浦誠二（JICA 青年海外協力隊員／エスカス合気道協会）  

ご参加の皆さま、本日はこのような記念すべき機会にお招きいただき、誠にあり

がとうございます。 

また、ラテンアメリカ各国からのご参加の皆様を、心より歓迎申し上げます。 

今回、初めてコスタリカ・サンホセ、ここエスカスに於いて第４回ラテンアメリ

カ合気道大会が開催されることは、大変意義深いものです。100 名を超える参加者

が一堂に会し、国境を越えて技と精神を共有されるこの機会は、単なる武道の大

会を超え、人と人を結び、地域と地域をつなぐ貴重な場であると感じておりま

す。 

合気道には、「結び」という大切な考え方があります。それは、相手と接した瞬間

に、その動きや意図を感じ取り、対立ではなく調和へと導いていくというもので



す。この考え方は、道場の中だけでなく、私たちの日常、そして JICA,国際協力の

現場においても非常に重要なものです。 

私共 JICA は、日本の政府開発援助（ODA）を一元的に行う実施機関として、 世界

各国での国際協力を行っています。世界各国で人と人との信頼関係を土台とした協

力を進めております。様々な協力形態の内、重要な協力手法の一つが海外協力隊

の派遣です。 

現在、世界に 2 名の合気道を指導する青年海外協力隊員が派遣されていますが、

そのうちの 1 人がここコスタリカで活動し、現地の皆様と深い「結び」を築いて

います。こうした活動を通じて、日本の武道が持つ精神性が、異なる文化や背景

を持つ人々の間で共有されていることを大変嬉しく思います。 

私も３年間ほど、JICA の部活動で合気道を学んでおりました。皆さんは良くご存

知かと存じますが、合気道の理念には「万有愛護」という言葉があります。 

これは、「万物を愛し、すべてと調和して生きる」という意味であり、相手を打ち

負かすことではなく、ともにより良い関係を築くことを目指す考え方です。 

この理念は、まさに持続可能な社会の実現や、包摂的な社会づくりにも通じるも

のではないでしょうか。国際平和を希求する JICA の理念そのものです。 

コスタリカは、自然との調和を大切にし、人を尊重する価値観を持つ国です。そ

の中でこの合気道大会が開催されることは、非常に象徴的であり、今後のさらな

る交流と理解の深化につながるものと確信しております。 

最後に、本大会の開催に尽力された関係者の皆様に深く敬意を表するとともに、

参加されるすべての皆様にとって、この 3 日間が実り多く、心に残るものとなる

ことを祈念し、私の挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 



 



 


